
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■参加者数 合計68名（男性50名、女性18名） 

■回答者数 合計62名（男性45名、女性17名、回答率91％） 

◆◆ 参加者からの主なご意見 ◆◆ 

 

ハローワーク立川管内にある主要8 郵便局が参加して開催した「郵
便局の仕事セミナー＆説明・相談会」。人確コーナーとしては郵便局
単独のイベントは初めてでした。各郵便局の担当者のご協力のもと、
イベント当日を無事に迎えることが出来ました。しかしながら、イ
ベント内容に十分満足去れなかった参加者もおられたかと思いま
す。課題を改善しより良いイベントとなるよう検討していきます。 

24 番窓口、人材確保・就職支援コーナー（人確コーナー）では、毎年
5 月から 12 月において毎月 1 回、『建設・警備・運輸の仕事セミナ
ー』を開催しています。セミナー時のアンケートでは「各業界単独の
セミナーを開催して欲しい」との要望が多いこともあり、今回のイベ
ントを企画しました。今後も１業界単独の『仕事セミナー＆相談・面
接会』を企画・開催していきますので、お楽しみに。 

Vol.16 

令和 2 年 12 月 

◆◆ 参加者からの質問に対する郵便局の回答 ◆◆ 

 

ハローワーク立川 

23 番窓口 
【建設・警備・運輸】 

 

今号では、令和 6 年 7 月 31 日にハローワーク立川にて開催しました『郵便

局の仕事セミナー＆説明・相談会』について報告します。 

■開催：令和6年7月31日（水） 

仕事セミナー13:30～14:30、説明・相談会14:30～16:00 

■会場：ハローワーク立川（立川地方合同庁舎）3階会議室 

■参加局：立川郵便局、昭島郵便局、国立郵便局、国分寺郵便局、 

     小金井郵便局、武蔵村山郵便局、東村山郵便局、小平郵便局 
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セミナーと説明・相談会の両方またはいずれかに参加した68名のうち、お

よそ３／４が男性であり60歳代男性が約40％を占めた（図－1）。 

説明・相談会への参加者は19名であったが、セミナーからの参加は8名

（16%）のみと少ない結果であった（図－2）。セミナーに参加した方の多く

が興味関心をもって説明・面接会へ参加できるよう工夫していきたい。 

配達・集荷の就労体験はブランクがある方を含め1/4程度であり、大半の方

が未経験であった（図－3）。 

郵便局の配達・集荷の仕事に対するイメージが“マイナス”から“プラス”

へ変化し（図－5）、イベント終了時では“郵便局を就職先として検討する”方

が当初5%から7割にまで増加する結果となった（図－4）。 

◆◆セミナーおよび説明・相談会の開催◆◆ 

 

『郵便局の仕事セミナー』では、日本郵政グループおよび日本郵便株式会社に関

する概要紹介の後、参加郵便局8局の紹介のほか、配達・集荷の仕事について 

１日の業務スケジュール例などにより説明されました。 

『説明・相談会』は、参加郵便局の各ブースにおいて、“配達・集荷の仕事内容に

関する説明”と“相談内容に関する担当者からの回答”を個別に実施し、面接を

希望する方には紹介状発行等、以降のスケジュールについて案内しました。 

セミナー会場【3階共用会議室（南）】 

説明・面接会会場【3階共用会議室（北）】 個別ブース 

『 』ハローワーク立川 

24 番窓口 
【建設・警備・運輸】 

 

Vol.60 

令和 6 年 9 月 

●仕事のスケジュール等を知る事ができ、良かったです。●とても身近な企業ではありますが、グループ内での日本郵便・かんぽ生命・ゆうちょ銀行の関係性等、初めて知る
事も多く、非常に勉強になりました。生活に欠かせない職業だと改めて思いました。●道順が慣れるまで大変そうだなと思っていましたが、道順組立の時間があったり、回る
マニュアルがあると言っていたので安心しました。●セミナーのみ参加しましたが、同時に説明・相談会が開催されるのは求職者には都合が良いと思いました。その他多数。 

セミナー講師（立川郵便局総務部長】 

◆◆ 仕事セミナー＆説明・相談会 参加者データ・アンケート結果 

◆◆ 

 

WEBによる事前質問（Q.1）および仕事セミナーにおける質問（Q.2以降）に対する郵便局からの
回答です。セミナー時に「質問票」にて提出された質問へ、講師より即答して貰いましたが、改め
て文章にて回答を頂きました。 

Q.1: 配達業務は、台風や降雪時等の悪天候時は通常時とは何か変わることはあるの
でしょうか？（例えば、その日の配達業務は中止や内勤になる等。） 

A.1: 交通機関の運行状況、台風が配達に及ぼす影響等により配達可能か判断します。 

Q.2: 配達エリアは一人一人基本的に固定なのでしょうか？それとも出社している社
員によっては日々エリアが変わるのでしょうか。 

A.2: 配達エリアは固定ではなく、出勤している社員により変わります。 

Q.3: 局によって二輪の内容の違いはあるのでしょうか。 
A.3: 配達地域により郵便物の種類、通数は変わります。 

Q.4: 社員とパートにおいて、配送・集荷内容の違いはあるのでしょうか。 
A.4: 配送・集荷内容に違いはありませんが、正社員は申告対応等を行います。 

Q.5: 支局で受けたゆうパックの本局へのデリバリーはあるのでしょうか。 
A.5: 各郵便局で引受けたゆうパックは取集担当が取り集め本局に運送します。取集

担当が積みきれない場合に限り他の担当者が運送する場合があります。 

Q.6: ゆうパック配達業務における再配達率（割合）の実情はどの程度でしょうか。 
A.6: 地域で差はありますが、大まかに3～4割程度です。 

Q.7: 必ず時間内に終わる事が出来る仕事量でしょうか。 
A.7: 日により業務量は異なり、時間内で終わる場合と残業となる場合があります。 

Q.8: 体力面が心配です。重量物の運搬等の有無が知りたいです。また、ゆうパック
荷物の重量物は何キロ位まででしょうか。 

A.8: 二輪配達ではバイクに積載できる範囲の配達となります。四輪ゆうパックの配
達ではお米や水等重量物が多くあり、最大重量は30㎏となります。 

Q.9: 服装については、どのようになっているのでしょうか（制服貸与等）。 
A.9: 外務配達員はユニフォームが貸与されます。 

Q.10: 土曜日、日曜日の出勤はどのようになっているのでしょうか。 
A.10: シフト制で土曜日・日曜日・祝日も配達があります。 

Q.11: 熱中症対策等はどの様な事をしていますでしょうか。 
A.11: 塩タブレットの配備、ウオーターサーバーの設置を行っています。 

Q.12: 配達中のトイレ等はどのようにするのでしょうか。 
A.12: 配達エリアの公共施設等を利用しています。 

Q.13: 配達・集荷で一番多いトラブルは、何がありますでしょうか。 
A.13: 類似番地や同一部屋番号、同姓への誤配達などです。 
 
Q.14: 配達ミスや郵便物への破損があった場合、担当者としての対応はどのようにな

るのでしょうか。 
A.14: 責任者の指示に従い対応します。 

Q.15: パートの健康保険や事故等の保険対応は、どのようになるのでしょうか。 
A.15: 各種社会保険完備（雇用保険・厚生年金・災害補償等※労働時間による条件あり） 

交通事故等の場合は郵便局と契約している保険会社が対応します。 

Q.16: 正社員登用の基準はありますでしょうか（無事故無違反等）。また、最短でど
の位の期間の勤務で社員に登用されますか。内勤への異動はありますか。 

A.16: 勤続年数や評価結果等を満たした場合に受検できます。異動は出来ません。 

Q.17: 年間休日は何日でしょうか。また、有給休暇はその年に使いきれなかった場合
には、翌年持越しや買取制度などはあるのでしょうか。 

A.17: 年間休日は、約120日です。発給された年次有給休暇は100％取得していま
す。買取制度などはありません。 

Q.18:（フルタイム・パートタイムの）ボーナスは、どの程度でしょうか。 
A.18: 年 2回（6・12月）勤務実績をベースに社内規定に基づいて支給されます。 

Q.19: 他社に比べた強みと人手不足の理由を、どのように思いますでしょうか。 
A.19: 福利厚生が強みのひとつで、ECサイトの普及による宅配利用者増によります。 

Q.20: 今後の置き配の導入予定は、どのようになっているのでしょうか。 
A.20: 日本郵便として検討をしているところです。 


